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＜連絡事項＞
・Ａユニットのインターホンが鳴ったり鳴らなかったりする為、庶務へ修理依頼している。
・管理者の退院支援会議は、火～金曜日の8:45からとなる。
＜患者様連絡事項＞
・水野　和子様～痰鳴あるが、自己排痰できないため、12/21～23まで吸引指示あり。
・澤田　七太郎様～孫の石津様より架電あり。入院時に必要なものと初外来日の確認あり。孫は遠方で初外来時に付き添う人がおらず、サービス調整したいとのこと。初外来日がまだ決定していないため、月曜日主治医へ確認し予約後、連絡することとしている。
・須藤　二男様～右足背に軽度浮腫、薄い内出血跡あり。圧痛で「ちょっと痛い」と訴えあり。歩行状態に異常なく、自力歩行し日課を行っている。204号室へ部屋移動し、様子観察していく。経過観察し、月曜日の主治医診察時に報告・診察して頂く予定。
・橋本　喜久子様～田名部Ｄｒより、12/23右下肢のレントゲン施行の指示あり。
・中村　淑子様～本人希望により、vdsを21:00服薬とする。
家族来院時、インフルエンザの予防接種の確認し、入院前に行っていな
いとのことで、月曜日主治医へ報告し、指示受けお願いします。
＜要注目患者様＞
・中村　隆様～午前中は、体温37.2℃　脈拍80回/分　血圧170/87㎜Hg　酸素飽和濃度93％。声掛けに外眼し頷きみられている。午後は、体温37.1℃　脈拍86回/分　血圧120/80㎜Hg　酸素飽和度94％　努力呼吸あり。口腔内痰あり吸引施行。白色粘稠痰少量除去している。四肢の浮腫持続。左上肢・右下肢浮腫著明。排便－９日の為、Dr指示にて摘便施行し、トマト大の硬便2個あり。残便は、腹部マッサージしながら排便促すよう指示あり。また、右上腹部に6～7㎝の腫瘤があるが経過観察の指示。
・水野和子様～昨日準夜帯で、ケア時右前腕部5ｃｍの裂傷発見している。乾燥しており出血見られていない。主治医馬渡Ｄｒへ指示受け行い、ファスナート固定行っている。日中は、体温36.9℃　脈拍80回/分　血圧149/39㎜Hg　酸素飽和濃度94％、声掛けに開眼し発語聞かれている。顔色不良。
・馬場　清様～ステーションへ来られ苛々時の頓服内服希望あり、リスペリドン内用液（0.5）2P内服。苛々している理由について退院後自宅へ行きたいという思いが捨て切れず考えてしまうと話す。老人ホームへ入所すると住所が変更してしまう事等考えると苛々感が強まるとの事。また、退院後寝たきりになってしまう事を考えると不安になると話し「どういう死に方がいいんだろうか」等の訴え聞かれている。主治医へはこの事について知られたくないと話している。所在確認を行っていく。
・神成　信俊様～「風呂に入ったら肌着を盗られた」「何で勝手に持っていくんだ」等の訴え頻回で、興奮することも見られている。

・小舘　アツ子様～「頭あんべえ悪い」と話すも、ＳＳＴにて発言している。他者干渉なし。
・宮崎　榮子様～食事中のスプーンと食器を把持し「ねえ、どうやって食べるの」と繰り返し、確認行為頻回。
・阿部　和美様～徘徊するも、ベッド臥床しようとし、介入要している。
・清水　進様～小スプーンに変更し、本日はむせ込み見られず。
・楢山　金蔵様～昨日の準夜帯で微熱あり、本日は体温36.2℃、血圧140/95ｍｍｈｇ、脈拍97回/分、酸素飽和濃度96%。
・三輪　一浩様～痰鳴、湿性咳嗽見られている。
・本木　貞子様～食事数口のみ摂取。点滴施行しているが、尿量に注意していく。
＜業務改善＞
・分担表に「処置（補助）」とある場合、処置の時間は決めず、処置と１Ｆのオムツ交換を優先に行うこととし、フロア移動の際は必ず声を掛けて行ってください。
・Ａユニットについたスタッフは、２Ｆのバイタル測定を手伝っていますが、ＢユニットがＬ/日の１人の場合はＢユニットの手伝いをすることとし、２Ｆに上がった場合も9:30には戻るようにしてください。
